
一
　
河
引
網

二
　
建
切
網

三
　
四
手
網

四
　
も
じ
り

五
　
ふ
く
ろ
網

六
　
ろ
う
や

七
　
て
ん
が
い

八
　
さ
で

九
　
や
な

十
　
地
び
き
網

十
一
　
張
網

十
二
　
す
建
網

十
三
　
刺
網

十
四
　
鵜
飼
漁
法

第
二
章
中
第
四
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
漁
業
の
許
可
」
を
「
前
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
以
下
「
採
捕
の
許
可
」
と
い

う
。）」
に
、「
左
の
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、「
二
通
」
を
削
り
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

一
　
採
捕
の
種
類

二
　
採
捕
の
区
域

三
　
採
捕
す
る
水
産
動
植
物
の
種
類

四
　
採
捕
の
期
間

五
　
漁
具
又
は
漁
法
の
規
模
及
び
数

六
　
採
捕
に
従
事
す
る
者
の
住
所
及
び
氏
名

第
六
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
、「
漁
業
に
か
か
る
前
項
」
を
「
採
捕
」
に

改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
漁
業
許
可
有
効
期
間
」
を
「
採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
こ
と
が
あ
る
」
を
「
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
知
事
は
、
採
捕
の
」
に
改
め
、「
知
事
は
当
該
」
を
削

り
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
許
可
証
の
携
帯
義
務
）

第
九
条
　
採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
採
捕
の
許
可
に
係
る
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
り
水
産
動
植

目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
山
梨
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
四
十
五
号

山
梨
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
の
次
に
次
の
目
次
を
付
す
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章
　
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
許
可
（
第
三
条
│
第
十
七
条
）

第
三
章
　
漁
業
調
整
（
第
十
八
条
│
第
二
十
九
条
）

第
四
章
　
罰
則
（
第
三
十
条
│
第
三
十
三
条
）

附
則

第
二
条
を
削
る
。

第
三
条
中
「
届
け
出
で
」
を
「
届
出
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
二
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章
　
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
許
可

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
許
可
）

第
四
条
　
次
に
掲
げ
る
魚
具
又
は
漁
法
に
よ
つ
て
水
産
動
植
物
を
採
捕
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
漁
具
又

は
漁
法
ご
と
に
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
漁
業
権
に
基
づ
い
て
す
る
場

合
及
び
漁
業
法
第
百
二
十
九
条
の
遊
漁
規
則
に
基
づ
い
て
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
八
年

七
月
十
一
日

号
外
第
四
十
号

火　曜　日



物
を
採
捕
す
る
と
き
は
、
前
条
の
許
可
証
を
自
ら
携
帯
し
、
又
は
従
事
者
に
携
帯
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
九
条
を
第
七
条
と
し
、
第
十
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
条
の
二
中
「
漁
業
を
許
可
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
許
可
」
を
「
採
捕
の
許
可
を
す
る
に
当
た
り
、

当
該
採
捕
の
許
可
」
に
、「
こ
と
が
あ
る
」
を
「
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
漁
業
」
を
「
採
捕
」
に
、「
許
可
の
」
を
「
当
該
採
捕
の
許
可
の
」
に
、「
事
由
を
具

し
」
を
「
理
由
を
付
し
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
漁
業
」
を
「
採
捕
」
に
、「
又
は
き
損
し
た
」
を
「
、
又
は
き
損
し
た
」
に
、「
事
由

を
具
し
て
」
を
「
理
由
を
付
し
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
漁
業
」
を
「
採
捕
」
に
、「
当
該
許
可
」
を
「
当
該
採
捕
の
許
可
」
に
、「
又

は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、「
事
由
を
具
し
て
」

を
「
理
由
を
付
し
て
」
に
、「
届
け
出
で
」
を
「
届
け
出
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
漁
業
」
を

「
採
捕
」
に
、「
死
亡
し
た
」
を
「
死
亡
し
、
又
は
解
散
し
た
」
に
改
め
、「
相
続
人
」
の
下
に
「
又
は

合
併
後
存
続
す
る
法
人
、
合
併
に
よ
つ
て
設
立
し
た
法
人
若
し
く
は
清
算
人
」
を
加
え
、「
手
続
き
」

を
「
手
続
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
漁
業
許
可
」
を
「
採
捕
の
許
可
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
四
条
各

号
」
を
「
第
三
条
各
号
」
に
、「
漁
業
の
種
類
別
に
許
可
定
数
」
を
「
漁
具
又
は
漁
法
ご
と
に
許
可
を

す
る
数
の
最
高
限
度
」
に
、「
こ
と
が
あ
る
」
を
「
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
漁

業
を
営
む
」
を
「
採
捕
を
行
う
」
に
、「
、
経
済
的
」
を
「
及
び
経
済
的
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三

条
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
四
条
に
規
定
す
る
漁
業
で
あ
つ
て
」
を
「
知
事
は
」
に
、「
も
の
の
」
を
「
採
捕

の
」
に
、「
知
事
は
そ
の
申
請
に
か
か
わ
る
漁
業
に
つ
い
て
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一

号
中
「
当
該
」
の
下
に
「
採
捕
の
許
可
に
係
る
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

当
該
採
捕
の
許
可
に
係
る
区
域
に
お
け
る
当
該
採
捕
の
許
可
に
係
る
漁
具
又
は
漁
法
に
よ
る
水

産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て
の
経
験
の
有
無

第
十
五
条
第
三
号
中
「
漁
業
」
を
「
採
捕
の
許
可
に
係
る
採
捕
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す

る
。第

十
六
条
の
見
出
し
中
「
休
業
又
は
廃
業
」
を
「
休
止
又
は
中
止
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
漁

業
」
を
「
採
捕
」
に
、「
休
業
し
又
は
廃
業
し
」
を
「
当
該
採
捕
の
許
可
に
係
る
採
捕
を
休
止
し
、
又

は
中
止
し
」
に
、「
届
け
出
で
」
を
「
届
け
出
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
許
可
」
を
「
知
事
は
、

当
該
採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
が
当
該
許
可
」
に
、「
六
箇
月
間
」
を
「
六
月
間
」
に
、「
休
業
し
た
」

を
「
当
該
採
捕
の
許
可
に
係
る
採
捕
を
休
止
し
た
」
に
改
め
、「
、
知
事
は
」
を
削
り
、「
漁
業
」
を

「
採
捕
の
許
可
」
に
、「
こ
と
が
あ
る
」
を
「
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
許
可
」
を

「
採
捕
の
許
可
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
七
条
の
見
出
し
中
「
、
取
消
又
は
操
業
停
止
」
を
「
若
し
く
は
取
消
し
又
は
採
捕
の
停
止
」
に

改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
漁
業
調
整
」
を
「
知
事
は
、
漁
業
調
整
」
に
、「
知
事
は
」
を
「
採
捕
の
」

に
、「
若
し
く
は
」
を
「
、
若
し
く
は
」
に
、「
操
業
を
停
止
し
又
は
当
該
」
を
「
採
捕
を
停
止
さ
せ
、

又
は
当
該
採
捕
の
」
に
、「
こ
と
が
あ
る
」
を
「
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

採
捕
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
漁
業
に
関
す
る
法
令
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反

し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
は
、
同
項
に
規
定
す
る
違
反
者
に
係
る
す
べ
て
の
採
捕
の
許
可
に
つ
い

て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
第
五
項
中
「
許
可
」
を
「
採
捕
の
許
可
」
に
、「
操
業
」
を
「
採
捕
」
に
改
め
、
同
条
を

第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
漁
業
」
を
「
採
捕
」
に
改
め
、「
当
該
」
の
下
に
「
採
捕
の
」
を
加
え
、
同
条
を
第

十
七
条
と
す
る
。

第
三
章
中
第
十
九
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
条
を
削
り
、
第
二
十
一
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
二
十
二
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
の
見
出
し
中
「
漁
法
等
」
を
「
漁
法
」
に
改
め
、
同
条
中
「
漁
業
及
び
」
を
削
り
、
同

条
第
五
号
中
「
漁
法
」
の
下
に
「（
鵜
飼
漁
法
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
七
号
中

「
ま
き
網
漁
業
」
を
「
ま
き
網
を
使
用
す
る
漁
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
二
十
四

条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
十
七
条
中
「
し
や
断
し
て
漁
業
」
を
「
遮
断
し
て
採
捕
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す

る
。第

二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
六
条
」
を
「
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
四
条
」
に
、

「
次
の
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
採
捕
期
間
」
を
「
採
捕
の
期
間
」
に
改
め
、

同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
　
採
捕
に
従
事
す
る
者
の
住
所
及
び
氏
名

第
二
十
八
条
第
三
項
中
「
よ
る
」
を
「
よ
り
」
に
、「
か
か
わ
る
」
を
「
係
る
」
に
改
め
、
同
条
第

四
項
中
「
第
九
条
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
中
「
よ
る
」
を
「
よ
り
」
に
、「
届
け
出
で
」
を
「
届
け
出
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二

十
七
条
と
す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
漁
場
附
近
」
を
「
、
漁
場
付
近
」
に
、「
見
易
い
」
を
「
見
や
す
い
」
に
、

「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
若
し
く
は
き
損
し
た
」
を
「
、
若
し
く
は
き
損
し

た
」
に
、「
書
き
換
え
」
を
「
書
き
換
え
、」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
三
十
一
条
を
第

二
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

二

、

、



第
四
章
　
罰
則

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。一

第
三
条
、
第
十
条
、
第
十
八
条
第
一
項
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
、
第
二
十
六
条
第

一
項
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
十
条
の
二
、
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
一
条
第
五
項
」
を

「
第
九
条
、
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
十
九
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
七
条
第

一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
、「
操
業
」
を
「
採
捕
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
九
条

第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
中
「
第
九
条
（
第
二
十
八
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
（
第
二
十
六
条
第
四
項
」
に
、

「
第
三
十
一
条
第
十
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
四
条
中
「
第
三
十
二
条
」
を
「
第
三
十
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
三
十
五
条
中
「
第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
第
三
項
又
は
第
三
十
一

条
第
六
項
」
を
「
第
八
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
三
項
又
は
第
二
十
九
条

第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

三



山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

四

第１号様式（第２条関係）
（その１）



山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

五

（その２）



山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

六

第２号様式（第６条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

七

第３号様式（第２６条関係）



様
式
第
四
号
中
「
様
式
第
４
号
（
第
３
１
条
関
係
）
」
を
「
第
４
号
様
式
（
第
２
９
条
関
係
）
」
に
、

「
の
期
間
　
　
年
　
月
　
日
か
ら
　
　
年
　
月
　
日
ま
で
の
間
」
を
「
期
間
」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

八

様
式
第
４
号
（
第
３
１
条
関
係
）

第
４
号
様
式
（
第
２
９
条
関
係
）

の
期
間
　
　
年
　
月
　
日
か
ら
　
　
年
　
月
　
日
ま
で
の
間

期
間



山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

九

第５号様式（第２９条関係）



附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
漁
業
調
整
規
則
の
規
定
に
よ
り

交
付
さ
れ
た
許
可
証
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
漁
業
調
整
規
則
の
規
定
に
よ
り
交
付

さ
れ
た
許
可
証
と
み
な
す
。

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
号
外

第
四
十
号
　
　
平
成
十
八
年
七
月
十
一
日

一
〇


